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概要

本研究の目的は、多感な時期である中学生に焦点を当て、現代の男女中学生の「生活満足度(7項目、多重回答）」の

傾向や「衣生活(30項目、 6件法）」と「独自性(22項目、 6件法）」の実態を検討した。中学2• 3年生641名（男子358名、

女子283名）を分析対象とし、性別の特徴を検討した。「衣生活」について男子は2因子「衣服の選択」「機能性」、女子

は3因子「衣服の選択」「衣服の手入れ」「衣服着用時の感情」が得られた。また、衣生活30項目中16項目(p<0.001)、

5項目(p<0.01)、5項目(p<0.05)の計26項目に有意差がみられた。一方、「独自性」については22項目中3項目(p<0.001)、

1項目 (p<0.01)、3項目(p<0.05)のみの計7項目に有意差がみられた。また、「独自性」との関連をみてみると自己肯定

である生徒ほど「生活満足度」とが高く、積極的・自己肯定である生徒ほど「衣生活」の自立にも正の相関があるこ

とが明らかになった。
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I. 緒言

中学校の学習指導要領によると、技術・家庭科の履修

内容の一つである「衣服の選択と手入れ」では、衣服と

社会生活とのかかわりを理解し目的に応じた着用や個性

を生かす着用を工夫できるようになること、衣服の計画

的な活用の必要性を理解し適切な選択ができるようにな

ること、衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れがで

きるようになることが学習のねらいとされている。

この「衣服の選択と手入れ」の学習における、小学校

家庭科の教科書と中学校技術・家庭科の教科書を見てみ

ると、衣服の着方の工夫に関して、小学校では保健衛生

上の着方と生活活動上の着方に重点を置いて考えさせる

が、中学校では社会生活上の機能を中心に理解し、時・

場所・場合に応じた衣服の着用や個性を生かす着用のエ

夫ができるようにすることを目指していることが読み取

れる。

小学生から中学生までの子どもは、発達段階によって

衣服の着用に対する意識も大きく変わっていく。特に近

年、多くの中学生がそれぞれのファッションを装うよう

になったように感じる。テレビやファッション雑誌、新

しい情報ツール (SNS)等のさまざまなメディアにより、

多方面からファッションが発信されている。そして中学

生は、自分の感性にこだわりをもち、周囲の人からどう

見られるかということを極端に気にするようにもなる時

期である。

新しい情報ツール(SNS)はスマートフォン(2004年）、

Twitter (2008年4月日本語版開始）、 LINE(2011年6

月開始）、 Instagram(2014年2月日本語版開設）など

がある。

中学生の衣生活に関するこれまでの先行研究では、衣

生活システムの概念を導入した中学生の衣生活の実態分

析（東京都、新潟県、佐賀県の中学生を対象） 1)、家庭

科着装学習における自己表出の在り方の検討（広島県の

中学生及び高校生を対象） 2)などがある。一方で、富山

県の中学生の被服行動に関する実態調査はあまりされて

いない。

本研究では、多感な時期である中学生に焦点を当て現

代の中学生の生活満足度の傾向や衣生活と独自性につい

て探ることを目的とする。学習者である中学生の現実的

な実態を把握することによって、中学校の家庭科の教員

が実態に応じた適正な指導過程の考案や計画を実現させ

ることができ、学習者の中学生にとって意味のある衣生

活の学習の充実につながるのではないかと考えた。

1富山大学人間発達科学部環境社会デザインコース 2富山大学人間発達科学部環境社会デザインコース（卒業）
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I 研究方法

2-1調査時期と調査対象者

富山県の公立中学生男女 335名、私立中学生男女 306

名の計 641名を対象に質問紙調査を行った。調査時期は

2017年 10月である。公立中学校2校、国立中学校 1校

を対象としているため、学校間の比較も行っている。

2-2研究の枠組み

現行「学習指導要領」の『B衣食住の生活』では「(4)

衣服の選択と手入れ」の中から教科書「衣服を選ぼう

（衣服の選択）」及び「衣服の手入れと補修」の小単元を、

検討対象とし、教科書の記述から「衣生活」に関する測

定尺度項目を作成した。

本研究では、家庭科の教科書 3)や2016年度に実施し

た調査の結果 4)をもとに質間項目を独自で作成してい

る。質問内容の測定尺度は『生活の満足度7項目、複数

回答』『衣生活の自立 (30項目、 6件法）』、『自分自身の

性格や意識（独自性： 22項目、 6件法）』を研究の枠組

みとした。「独自性」の尺度に関しては先行研究5.)6)を

参考とした。

フェースシートに関する項目は『身長』、『ひと月のお

小遣い』、『携帯電話の有顛』、『成績』、『現在満足してい

ると感じるもの』である。

『現在満足していると感じるもの』は、「お金」、「容姿」、

「学校」、「友人関係」、「成績」、「制服」、「体型」の 7つ

の項目を用い、満足していると感じるものを複数回答し

てもらった。

2 .. 3分祈方法

データの集計R分析には、各項目を 6件法「あてはま

る (6点）」、「ややあてはまる (5点）」、「わずかにあて

はまる (4点）」、「わずかにあてはまらない (3点）」、「や

やあてはまあらない (2点）」、「あてはまらない (1点）」

で評定を求めた。

統計解析は IBMSPSS Statistics 23.0Jを用いて、単

純集計やクロス集計、平均値の差の検定 Ct検定）、因
子分析を行った。自由記述データの統計解析には IBM

SPSS Text Analytics for Surveys 4.0Jを用いた。被

験者には倫理差準に基づいて、無記名に回答をしても

らった。

璽結果及び考察

3-1 胴査対象者の基本属性

調査対象者の星本属性を表 1、表2に示す。調査対象

者は富山県の中学生（男子 358名、女子 283名）計 641

名である。学校は特定の学校に偏らないよう配慮した。

表 1 調査対象者の基本属性（男子中学生）

2年生N(%) 3年生N(%) 合計N(%)

T中学校（国） 94(26.3%) 84(23.5%) 178(49.8%) 

s中学校（公） 69(19.3%) 56(15.6%) 124(34.7%) 

K中学校（公） 36(10.0%) 19(5.3%) 55(15.5%) 

合計 199(55.6%) 159(44,4%) 358(100%) 

表2 欝査対象者の基本属性（女子中学生）

2年生(N) 3年生(N) 呑ロ'I -

T中学校（国） 59(20.8%) 69(24.4%) 128(45.2%) 

s中学校（公） 66(23.3%) 52(18.4%) 118(41.7%) 

K中学校（公） 25(8.9%) 12(4.2%) 37(13.1%) 

合計 150(53%) 133(47%) 283(100%) 

3-2 身長

中学生の身長について調査した。平均身長を表3に示

す。身長については自己申告の身長を答えてもらった。

身長が最も低かったのが男子は 140cm、女子は 141cm

であった。また、最も高かったのが男子は 198cm、女

子は 173cmであった。男子中学生の身長の平均は、公

立中学は 165.9cmで国立中学は 166.7cmであった。女

子中学生の身長の平均は、公立中学は 156.7cmで国立

中学では 156cmであった。以上のことより、公国間で

平均身長に大きな差はなかった。

表3 男女中学生の身長（単位cm)

男子

女子

公立

165.9 

156。7

3-3 ひと月のお小遣い

N 

174 

154 

国立
-

166.7 

1.56.0 

N 

177 

128 

中学生のひと月のお小遣いの額を調査した。最低額

は100円であり、最高額it30,000円であった。平均額

を表4に示す。男子中学生のひと月のお小遣いの平均額

は、公立中学が 2,530円、国立中学が 2,715円であった。

女子中学生のひと月のお小遣いの平均額は、公立中学が

1,758円、国立中学が 3,008円であった。男子では、公

私間であまり差が見られなかったが、女子は、公立中学

よりも国立中学のほうがお小遣いの平均額が約 1,200円

も高い。

表4 中学生のひと月のお小遣い

公立（円） N 国立（円）

男子 2530 

女子 1758 

3-4 摸帯電話の有無

111 

88 

2715 

3008 

N 
＝ 
146 

109 

中学生の携帯電話の有無について、持っているか持っ

ていないかを択一回答してもらった。結果を表5、表6

に示す。全体でみると公立中の 53.1%、国立中の 70.4%
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表5 携帯電話の有無（公立中学） 表6 携帯電話の有無（国立中学）

有 無 計 有 無 計

男子 84(47.2%) 94(52.8%) 178(100%) 男子 113(65.3%) 60(34.7%) 173(100%) 

女子 89(60.1%) 59(39.9%) 148(100%) 女子 98(77.2%) 29(22.8%) 127(100%) 

計 173(53.1%) 153(46.9%) 326(100%) 計 211(70.4%) 89(29.6%) 300(100%) 

表7 成績（公立中学）

クラス 上位20%以内 上位21~ 50%以内 上位51%以下 計N(%)

男子 45(13.7%) 64(19.8%) 70(21.6%) 179(55.1%) 

女子 30(9.3%) 74(22.9%) 41(12.7%) 145(44.9%) 

計 75(23.0%) 138135(42. 7%) 111(34.3%) 324(100%) 

表8 成績（国立中学）

クラス 上位20%以内 上位 21~ 50%以内 上位51%以下 計

男子 43(18.2%) 51(21.6%) 50(21.2%) 144(61.0%) 

女子 16(6.8%) 29(12.3%) 47(19.9%) 92(39.0%) 

計 59(25.0%) 80(33.9%) 97(41.1%) 236(100%) 

(%) ■公・男子N=l79 ロ国男子N=l78
70 ， 

ロ公・女子N=155 口国女子N=128
60.4 

50 

30 

。 お金 容姿 学校 友人関係 成績 制服 体型

図1 生活満足度（お金・容姿・学校生活・友人関係・成績・制服・体型）

の生徒が携帯を持っている。

3-5 成績

中学生の成績を表7、表8に示す。以下の結果と、衣

生活の項目、独自性の項目との相関を調査する。

性別の人数は異なるが、成績順位は男女込みの割合を分

析した。成績に関しては13%程の欠損値が多く発生した。

3-6 生活満足度（お金・容姿・学校生活・友人関係・成績・

制服・体型）

中学生が現在満足しているものについて、複数回答し

てもらった結果を図1に示した。中学生が最も満足感を

感じているのは、公立男子、国立男子、公立女子では「友

人関係」であり、公立男子が52.8%、国立男子が 51.4%、

公立女子が60.4%であった。一方、最も満足感が低かっ

たのは、公立男子、国立男子、国立女子では「成績」で

あり、公立男子が 6.2%、国立男子が 11.9%、国立女子が

2.6%であった。

公国で比較すると、公立中学より国立中学のほうが「制

服」に満足を感じており、公立男子が 23.9%、公立女子

が31.8%であるのに対し、国立男子が46.3%、国立女子

が49.2%であった。

3-7 中学生における「衣生活」の自立について（男女

間の平均値の差の検定結果）

男女中学生の衣生活の項目の平均値と t検定の結果を
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表9に示す。最も平均値が高かった項目は、男女ともに

「05自分の着る衣服のサイズを知っている」であった。

一方、最も平均値が低かった項目は、男女ともに「25

いらなくなった衣服はフリーマーケットやネットで売

る」であった。

男子のほうが女子よりも平均値が高く、 0.1%水準で

有意な差がみられた項目は、「19 動きやすい衣服を着

るほうだ」1項目であった。次いで「17 衣服を着るとき、

季節感を気にしないほうだ」、「18 保温性や通気性のす

ぐれた衣服を着るほうだ」 2項目はは 5%水準で有意な

差が見られた。以上により男子中学生は、衣服に動きや

すさや保温性、通気性を求めることから、機能性を重要

視しているということが示唆された。さらに、女子に比

べて、衣服を着るときに季節感を気にしておらず、あま

り見た目にこだわっていないということが考えられる。

一方、女子のほうが男子よりも平均値が高く、有意差

の大きい項目は、「01 衣服を購入する時、売り場のマ

ネキンを参考にするほうだ」、「02 衣服を購入する時、

雑誌を参考にするほうだ」、「03 衣服を購入する時、店

員のアドバイスを参考にするほうだ」、「04 衣服を購入

する時、流行を重視するほうだ」、「05 自分の着る衣服

のサイズを知っている」、「07 私服で友達とおそろいの

衣服を着ると気持ちの共有ができる」、「09 どのような

ファッションが流行しているか知っているほうだ」、「10

多くの洋服店を見てまわるほうだ」、「11 流行の衣服

を着るほうだ」、「12 ファッション雑誌をよく読むほう

だ」、「13 個性のある衣服を着て、自分らしさを表現し

たい」、「16 時、場所、場面に合わせて自分が着るもの

を考えるほうだ」、「24 ボタンつけやほつれ直しなど、

衣服の補修ができる」、「28 いらなくなった衣服は、そ

表 9 「衣生活」の自立についての質問項目（平均値の差の検定結果：性別）

男子 (N=358) 女子 (N=283)

30質問項目「中学生における衣生活の自立」 平均値 SD 平均値 SD t値 p 

01 衣服を購入する時、売り場のマネキンを参考にするほうだ。 2.13 1.53 1.75 -8.42 *** 

02 衣服を購入する時、雑誌を参考にするほうだ。 1.67 1.21 1.92 -11.26 *** 

03 衣服を購入する時、店員のアドバイスを参考にするほうだ。 2.34 1.68 1.71 -3.71 *** 

04 衣服を購入する時、流行を重視するほうだ。 1.95 1.33 1.74 -10.75 *** 

05 自分の着る衣服のサイズを知っている。 5.09 1.32 1.02 -3.59 *** 

06 制服や部活動のユニフォームを着ると団結力が増す。 4.19 1.76 4.33 1.62 -0.29 

07 私服で友達とおそろいの衣服を着ると気持ちの共有ができる。 2.49 1. 71 1.87 -7.87 *** 

08 好きな衣服を着ると、その日は自信がもてる。 3.20 1.80 1.66 -6.77 ＊ 

09 どのようなファッションが流行しているか知っているほうだ。 1.95 1.43 1.78 -12.16 *** 

10 多くの洋服店を見てまわるほうだ。 2.17 1.57 1.87 -12.63 *** 

11 流行の衣服を着るほうだ。 1.82 1.27 1.68 -11.47 ••• 

12 ファッション雑誌をよく読むほうだ。 1.39 0.97 1.93 -12.18 *** 

13 個性のある衣服を着て、自分らしさを表現したい。 2.32 1.62 1.74 -6.81 *** 

14 安い衣服を買いたい。 3.90 1.70 4.05 1.56 -1.18 

15 多少高くても、品質の良い衣服を買いたい。 3.77 1.64 4.17 1.47 -3.16 ＊ 

16 時、場所、場面に合わせて自分が着るものを考えるほうだ。 4.31 1.65 1.26 -5.82 *** 

17 衣服を着る時、季節感を気にしないほうだ。 1.76 2.75 1.61 2.45 ＊ 

18 保温性や通気性のすぐれた衣服を着るほうだ。 1.51 4.16 1.38 2.24 ＊ 

19 動きやすい衣服を着るほうだ。 1.33 4.46 1.40 3.96 *** 

20 選択絵表示を見て、洗濯をするほうだ。 2.77 1.77 1.84 -2.49 ＊ 

21 自分の衣服を自分で洗濯することができる。 3.82 1.83 1.79 -2.63 ** 

22 衣服は、自分でたたんだり、ハンガーにかけたりして保管している。 4.26 1.74 1.62 -2.76 ** 

23 自分が持っている衣服の種類、およその枚数がわかる。 3.57 1.88 1.79 -1.27 

24 ボタンつけやほつれ直しなど、衣服の補修ができる。 2.99 1.81 1.80 -6.39 ••• 

25 いらなくなった衣服は、フリーマーケットやネットで売る。 1.62 1.17 1.51 -2.97 ** 

26 いらなくなった衣服は、衣服の生地で何かを作る。 1.72 1.33 1.62 -3.15 ** 

27 いらなくなった衣服は捨てる。 3.47 1.93 1.80 -0.35 

28 いらなくなった衣服は、そのままおいておく。 2.70 1.71 1.74 -3.42 *** 

29 今後いらなくなった衣服は、フリーマーケットやネットで売りたい。 2.68 1.87 1.90 -3.10 ** 

30 今後いらなくなった衣服は、衣服の生地で何かを作ってみたい。 2.38 1.74 1.89 -4.59 *** 

*:p<0.05, **:p<0.01, ***:p<0.001 
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のままおいてお<」、「30 今後いらなくなっ

衣服の生地で何か作ってみたい」であり、 0.1%

られた。

す這わちり女子は男子に比べ衣服を贈入する

キンや雑誌、店員のアドバイスと!_,¥ったよう

してし＼るとしヽうことがわかる。また、

あり、

の9項目

と屏釈した。

2因子は',「18 保温性や通気性のすぐれた衣服を

るほうだ」「19 動きやすい衣服を着るほうだ」、「15

-:、ても，，品質の良い衣限を買いたい」、「16

て臼分が着るものを考えるほ-5だ」

されており、，『衣服の機能性』を表す因

はく47.65%てあった（，

3 .. 9 

結果
~. 
に、

されており、

の自

を表す因子

る

うだ」の 4項目

と解釈し

3因子は、 107

ご1と、そc乃曰は自

円子負荷置

中学崖の衣生活について、男子(!~,み (l:~ 項目）

11流行の玄服を彗る

12ファッジョン雑誌をよ<読む

09流行して1,,るファヅ>ョンを知って,,る

02雑誌を参考にする

10多くの洋服店を見て回る

13個仕のある衣服を着て自分らしさを表現したい

01マネキンを参考にする

08好きな衣服を着ると自信かもてる

03店員のアドゞイスを参考にする

18保渥性や通気性のすぐれた衣服を着る

19動きやすい衣服を着る

16 T尼〇．に合わせて衣服を選ぶ

LS品質の良い衣阻を買いたい
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表 11中学生の「衣生活」の因子分析（女子 N=283)

中学生の「衣生活」について

女子のみ (12項目）

11流行の衣服を着る

04流行を重要視する

09流行しているファッションを知っている

12ファッション雑誌をよく読む

10多くの洋服店を見て回る

08好きな衣服を着ると自信がもてる

22自分の衣服は自分でたたみハンガーに干す

23自分の持っている衣服を把握している

24衣服の補修ができる

16 T.P.O. に合わせて衣服を選ぶ

07おそろいの衣服を着ると気持ちの共有ができる

06制服やユニフォームを着ると団結力が増す

累稼寄与率（％）

I 衣服の選択

II 衣服の手入れ

lII 衣服着用時の感情

-.051 

.348 

.040 

-.022 

28.138 

1.000 

最尤法、プロマックス回転

因子負荷量

JI 

-.123 

-.169 

.074 

.162 

43.718 

.360 

1、000

-.035 

.016 

-.048 

.026 

.049 

-,027 

53.771 

.588 

.220 

1.000 

阻

表 12「中学生の自分自 （独自性）」の平均値の差の検定（性別）

男子 (N~358) 女子 (N=283)

「中学生の独自性」 22項目 平均値 SD 平均｛直 SD 

01 変化への欲求が強いほうである。 3.46 1.74 , •. }),~,8\ 1.51 
02 好奇心が強いほうである。 4.48 1.50 4.74 2.22 

03 古いものよりは新しいものを使いたいと思う。 4.63 1.53 4.69 1.38 

04 自尊心（プライド）が人一倍強いと思う。 3.50 1.61 1.44 

Of) 目分のことを認めてもらいたいと思う。 4.18 1.60 4.32 1.51 

OG 他人からの評価が気になるほうである。 4.30 1.54 4.42 1.55 

07 人に見られているとかっこうつけてしまうほうである。 2.91 1.55 1.54 

011 自分の容姿を気にするほうである。 3.41 1.65 1.58 

09 引っ込み思案である。 3.26 1.67 1.71 

10 誰からも嫌われたくない。 4.07 1.75 3.99 1.69 

11 積極的に意見を述べるほうである。 3.32 1.73 3.26 1.63 

12 やる気がとほしい。 3.32 1.66 3.46 1.54 

13 人とコミュニケーションをとることが好きである。 4.27 1.62 4.29 1.56 

14 恥ずかしがりやである。 3.71 2.02 3.76 1.60 

15 責任感、ねばり強さがあるほうだと思う。 3.84 1.62 4.15 2.73 

16 疲労感を感じている。 4.23 1.74 4.36 1.57 

17 知らない人の集まりでもすぐに友逹をつくれる。 3.36 1.80 3.44 1.70 

18 自分の言動に自信をもっている。 1.64 3.10 1 43 

19 自分は価値ある人間だと感じている。 3.32 1.69 3.15 1.50 

20 将来に希望かもてない。 3.20 1,81 3.34 1.71 

21 行動力があるほうだと思う。 3.46 1.63 1.51 

22 リーダーシップがあるほうだと思う。 2.95 1.65 3.12 1.57 

＊ね<0.05, **和<0.01, ***:p<O 001 
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t値 p 

-3.66 *** 

-1.70 

-0 45 

-2.36 

-1.13 

-0.91 

-2,97 ** 

-5.86 *** 

-2.28 ＊ 

0.58 

0.46 

-1.08 

-0.16 

-0.33 

-1 76 

-0,97 

-0.54 

3.29 *** 

1.30 

-0.93 

-2.39 ＊ 
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中学生の衣生活・独自性•生活満足度に関する実態分析

ニフォームを着ると団結力が増す」の 2項目で構成され

ており、『衣服着用時の感情』を表す因子と解釈した。

累積寄与率は 53.77%であった。

女子は「衣服の選択」「衣服の手入れ」「衣服着用時の

感情」の 3因子が得られたが、男子は「衣服の選択」「機

能性」の 2因子が抽出された。このように衣生活行動に

は性別で差異がみられる。男子は機能性を追求し、女子

は美意識や自己表現を気にしているため、衣服の手入れ、

着装時の気分や感情を意識していると考えられる。

3-10 中学生の「独自性（自分自身の意識・性格）」男

女閻の平均値の差の検定結果

男女中学生の自分自身の意識、性格の 22項目の平均

値と t検定の結果を表 12に示す。最も平均値が高かっ

た項目は、男子は「03 古いものより新しいものを使い

たいと思う」、であり、女子は「02 好奇心が強いほう

である」であった。一方、最も平均値が低かった項目は、

男子は「07 人に見られているとかっこうつけてしまう

ほうでる」であり、女子は「18 自分の言動に自信をもっ

ている」であった。

男子のほうが女子よりも平均値が高く、有意差の大き

い項目は、「18 自分の言動に自信をもっている」であり、

0.1%水準で有意な差が見られた。このことより、女子

よりも男子のほうが自分の言動に自信をもっているとい

うことがわかる。一方、女子のほうが男子よりも平均値

が高く、有意差の大きい項目は、「01変化への欲求が強

いほうである」、「08 自分の容姿を気にするほうである」

であり、 0.1%水準で有意な差が見られた。また、「07

人に見られているとかっこうつけてしまうほうである」

は1%水準で有意な差が見られた。これらのことより、

男子よりも女子の方が変化に欲求があり、また人の目を

気にしているということがわかる。

3-11 女子中学生の「独自性（自分自身の意識、性格）」

因子分析結果

次に、女子中学生の自分自身の意識、性格（独自性）

を総合的に見るため因子分析（最尤法、プロマックス回

転）を行った結果を表 13に示す。天井効果とフロア効

表 13中学生の自分自身の意識、性格の因子分析（女子 N=283)

因子負荷量

中学生の独自性20項目（自分自身の意識、性格） I II III IV V 

21行動力がある -.005 -.066 -.016 -.072 

15責任感、粘り強さがある -.045 .297 -.198 .050 

22リーダーシップがある -.045 -.046 -.025 .035 

13コミュニケーションをとるのが好きである .098 -.100 .094 .057 

02好奇心が強いほうだ .315 -.190 .036 -.071 

17すぐに友達を作れる -.249 .146 .087 

07かっこつけてしまう -.020 -.066 .079 

06他人からの評価が気になる -.073 .173 -.092 -.094 

05認めてもらいたい .077 .032 -.105 .009 

08自分の容姿を気にする .042 .038 .141 -.065 

04自尊心が強い .126 -.069 -.077 .091 

01変化への欲求が強い .046 .189 .202 

14恥ずかしがり屋 .020 .080 .091 

09引っ込み思案である -.203 .083 .083 

11積極的に意見を述べるほうである .341 .194 .024 .014 

10嫌われたくない .207 .239 -.121 

12やる気がとぼしい -.148 .022 .082 .074 

20将来に希望がもてない .128 -.126 .127 

19自分は価値ある人間だと思う .062 .082 .125 

18自分の言動に自信がある .403 -.169 .036 

累積寄与率（％） 22.253 38.158 43.791 47.080 50.253 

I 積極性 1.000 .264 -.451 -.128 .521 

II 他人からの評価 1.000 .143 .270 .110 

lll 消極的 1.000 .014 -.292 

IV 不安 -.150 

V 自己肯定 1.000 

最尤法、プロマックス回転
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果のある項目は、尺度項目としてあまり適切とは言えな

いため削除した。第1因子は、「21行動力がある」、「15

責任感、粘り強さがある」、「22リーダーシップがある」、

「13コミュニケーションをとるのが好きである」、「02

好奇心が強いほうだ」、「17すぐに友達を作れる」の 6

項目であり、『積極性』を表す因子と解釈した。

第2因子は、「07かっこつけてしまう」、「06他人か

らの評価が気になる」、「05認めてもらいたい」、「08自

分の容姿を気にする」、「04自尊心が強い」、「01変化へ

の欲求が強い」の 6項目であり、『他人からの評価』を

表す因子と解釈した。第3因子は、「14恥ずかしがりや」、

「09引っ込み思案である」、「11積極的に意見を述べる

ほうである」、「10嫌われたくない」の 4項目であり、『消

極性』を表す因子と解釈した。第4因子は、「12やる気

がとぽしい」、「20将来に希望がもてない」の 2項目で

あり、『不安』を表す因子と解釈した。第5因子は、「19

自分は価値ある人間だと思う」、「18自分の言動に自信

がある」の 2項目であり、『自己肯定』を表す因子と解

釈した。累積寄与率は 50.25%であった。

3ー12 女子中学生の「独自性（自分自身の意識、性格）」

と「衣生活」の自立の因子得点の相関分析

次に、女子中学生の意識・性格と衣生活の関わりを調

査するため、相互の関連を分析した（表14)。関連の強

さを***:p<0.001、**:p<0.01、*:p<0.05で示した。

まず、『独自性』の「FI積極性」因子と「FII他人

からの評価」因子及び「FV自己肯定」因子と正の相関Q、

があったのは、『衣生活』の「Fl衣服の選択」、「F2衣

服の手入れ」、「F3服着用時の感情」の 3つの因子であっ

た。積極性で他人からの評価を気にする中学生は自立し

た衣生活と関連が高いことが示唆された。また、「自己

肯定」的な性格の中学生は衣生活においても自立してい

ると考えられる。一方、『独自性（性格や意識）』におい

て「Fill消極性」と『衣生活』「F2衣服の手入れ」の因

子は負の相関がみられた。この意味は積極的な中学生が

自立した衣生活と関連があることを示唆する。

3-13 女子中学生の「生活満足度（現在、満足している

もの）」と「独自性（自分自身の意識、性格）」の相関
分析 t 

生活満足度の項目と独自性の各因子の因子得点間の関

連をみるため、相関分析を行った結果を表15に示した。

生活満足度の『II容姿』、『rn学校生活』、『V成績』と独
自性の『Fl積極性』因子、『V成績』の満足度と『F4不安』

の因子、『Iお金』、『II容姿』、『rn学校』、『W友人関係』、
『V成績』の満足度と『F5自己肯定』との間で強い高い

相関が見られた。

学校生活や容姿に満足している生徒は積極性があるこ

とが解釈できる。また、成績に満足している生徒は、不

安と負の関連がみられ、将来に不安を抱いていないとい

うことがわかる。さらに、周囲との関係や学校生活、見

た目、金銭面といったものに満足している生徒は自己肯

表14「衣生活」の自立と「独自性」における各因子の因子得点間の相関分析

「衣生活」の自立に関する因子

' 
F I積極性
独
自 FII他人からの評価
性
'---Fill消極性
の
因 FIV不安
子
FV自己肯定

表15「生活満足度」と「独自性」の相関分析

「独自性（自分自身の意識・性格）」因子

Fl F2 F3 F4 
積極性 他人からの評価 消極性 不安

生腐晶L→ — 1 お金

-.066 -.088 

]1容姿 -.051 

III学校生活 -.032 

IV友人関係 -.112 
に

門v成績 .028 

項る目 VI制服 .062 .034 

V11体型 .073 -.061 
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